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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第 2期）」（中間評価）の研究評価委員会

分科会（２０２０年１０月２０日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥ

ＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第６４回研究評価委員会（２０

２１年３月１日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第 2 期）」(中間評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

リチウムイオン電池の市場動向を詳細に調査し、液系リチウムイオン電池（液系 LIB）の

課題を踏まえたうえで、より安全性の高い特徴を有する全固体リチウムイオン電池（全固体

LIB）の研究開発に絞った開発を実施するという事業の目的は、妥当であると考えられる。

また、開発要素の多い全固体 LIBの評価技術の確立というハードルの高い共通基盤技術開発

における NEDOの関与も妥当である。戦略として、「第 1世代」および「次世代」の 2つの基

盤技術の確立に向け、それぞれを高いレベルの目標およびスケジュールを設定して進め、車

載用として現状で製品が存在していない全固体 LIBに対し、材料選定、活物質加工、電極・

セル設計から特性評価までの評価手順の確立と、評価結果のアカデミアへのフィードバック

は、研究開発の好循環につながるマネジメントとして高く評価できる。さらに、知財に関し

ては、基本特許の創成やノウハウとしての秘匿化を行うオープン・クローズ戦略を適切に運

用するマネジメントも妥当であると考えられる。 

第 1世代全固体 LIBでは、目標であるエネルギー密度、高レート充電を達成し、次世代セ

ルにおいても、成果は中間目標を達成していると考えられる。成果の実用化の考え方である

材料・蓄電池・自動車メーカー及び大学等の研究開発に活用されることを目指し、事業期間

中から開発技術の有用性を認知させる戦略のもと、実用化に向けた活動が実施されている。

また、波及効果として、アカデミアと産業界の人的交流による相互理解により産学両方のフ

ィールドで幅広い技術者・研究者が育成されることは、我が国の蓄電池開発にとって非常に

有益である。 

一方、全固体 LIBは、既存の蓄電池と比較して、優れていると期待される点が多く挙げら

れているが、それらが真に優位点となるかについては、まだ確証が十分に得られていないと

思われることから、最終目標に向けての取り組みと並行して、今後も確証を得るための研究

開発を継続して行っていただきたい。今後の普及シナリオではコストが重要視されると考え

られるため、目標とするコストを踏まえ、どの程度のレベルに到達できるか、また、現在は

どの程度かなど、明確にしていくことも期待する。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

全固体 LIBは、世界各国及び各企業の開発状況を鑑みた場合、素材・材料・電池の設計技

術蓄積を図るために、国内の電池・自動車・素材メーカー、大学、公的研究機関が連携した

体制の構築は必須で、オールジャパンで対応できる NEDO 事業として遂行すべき事業である

と考える。また、開発要素が多い全固体 LIBの材料・設計・評価技術の確立というハードル

の高い共通基盤技術開発において NEDOの関与は妥当である。 
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２．２ 研究開発マネジメントについて 

 「第 1世代」および「次世代」の２つの基盤技術の確立に向け、それぞれを高いレベルの

目標およびスケジュールに設定して進めることは、他国の研究開発状況から考えて、戦略と

して妥当である。また、車載用として現状で製品が存在していない全固体 LIBに対し、材料

選定、活物質加工、電極・セル設計から特性評価までの評価手順の確立と評価結果のアカデ

ミアへのフィードバックは、研究開発の好循環につながるマネジメントとして高く評価でき

る。さらに、知財に関しては、基本特許の創成やノウハウとしての秘匿化を行うオープン・

クローズ戦略を適切に運用するマネジメントは妥当であると考えられる。 

 今後、2年間の研究開発方針は、これまでよりもう 1段高いブレークスルーが必要である

と考えられるため、これまで同様に課題に対する問題意識の共有、産官学の強力な連携を含

めて成果を挙げていくマネジメントを期待する。 

 

２．３ 研究開発成果について 

研究成果は、個別に設定された目標を十分に達成しており、研究が順調に進捗している

といえる。成果の中にはプロセッシングに関する高度なノウハウが多く含まれており、競

争力の維持という点で好ましい方向に進んでいる。また、安全性評価の部分についても独

自の評価技術を開発しており、標準化という点に寄与すると思われる。これらの成果につ

いては、我が国のリーダーシップにつながる価値のあるものであり、成果の普及について

も可能な範囲で情報発信が行われている。 

今後は、サイクル特性等の実用寄りの指標設定等を行うなど、実用に資する課題の解決

をはかっていくことを望む。 

 

２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 

当該事業は、材料・蓄電池・自動車メーカーや大学等の研究開発に活用されることを目指

したものであり、事業期間中から開発技術の有用性を認知させる戦略のもと、開発成果の共

有を目的として、実用化に向けた活動が実施されていることは評価できる。また、波及効果

として、アカデミアと産業界の人的交流による相互理解により、産学両方のフィールドで幅

広い技術者・研究者が育成されることは我が国の蓄電池開発にとって非常に有益なものであ

る。 

一方、目標値のエネルギー密度とレート特性の達成に注力しすぎていることから、安全性

の課題や既存の液系 LIBとの充放電特性の違い、実用に資する際の課題を明確にするべきと

考える。特にリチウムイオン電池は制御回路も重要なため、保存特性を始め、通常の液系 LIB

との特性の違いや、何が課題で何を解決しないといけないかを、明確にしていただきたい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性 3.0 A A A A A A A 

２．研究開発マネジメント 3.0 A A A A A A A 

３．研究開発成果 2.6 B A B B A A A 

４．成果の実用化に向けた取組及び見通し 2.6 B B B A A A A 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 

数値に換算し算出。 

 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要         →A 

・重要            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当性がない、又は失われた →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化に向けた 

取組及び見通しについて 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね適切          →C 

・適切とはいえない      →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

 

 

2.6 

2.6 

3.0 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた

取組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性



１．背景・目的
第 回研究評価委員会

資料３–５
（別添）

１．背景・目的

液系LIBの市場規模推移と将来予測

1



１．背景・目的

１．背景・目的
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２．関連する上位施策

３．目標
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３．目標 研究開発項目①

３．目標 研究開発項目②
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４．実施体制

４．実施体制
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５．予算

５．計画
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６．研究開発成果

６．研究開発成果
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６．研究開発成果

６．研究開発成果
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６．研究開発成果

６．研究開発成果
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６．研究開発成果

６．研究開発成果

10



７．知的財産戦略、成果の普及

７．知的財産戦略、成果の普及
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８．成果の実用化に向けた取り組み

８．成果の実用化に向けた取り組み
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